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服部美佳子先生　主要研究業績
（著書）
１．『学習障害児の教育』（共著） 1992年1月　日本文化科学社　79～95頁　第3章指導事
例の第1節「言語性LD（5歳男児）」、「言語性LD＋注意集中困難（8歳男児）」の事例
について執筆。
２．『新・WISC-R知能診断事例集』（共著） 1992年2月　96～104、167～175頁　日本文
化科学社　第Ⅱ部WISC-Rによる診断事例のB「ことばや状況の理解、および言語表
現に問題がある境界線児」、E「注意の集中に問題があり文章の読み書きが苦手な学
習障害児」の事例を執筆｡
３．『日本版ITPA言語学習能力診断検査―1993年改訂版―』（共著） 1992年12月　日本
文化科学社
４．『心理検査学－臨床心理査定の基本－』（共著） 1993年10月　垣内出版　170～180頁
「日本版ITPA言語学習能力診断検査」について執筆。
５．『LDとは－症状・原因・診断理解のために－』（共著） 1996年9月　学習研究社　第
3章診断方法の「心理学的診断法」について執筆。
６．『学級担任のためのLD指導Q＆A』（共著） 1996年9月　教育出版　27～42、81～92、
93～106頁　第3章「LDを指導する前に知っておくべきこと」、第7章「体育（運動）、
図工、音楽などの指導」、第8章「行動面の指導」について執筆。
７．『LDと家庭教育』（共著） 1999年8月　日本文化科学社　69～76頁　4．「問題がおこ
ったときの親の対応－異性関係」について担当。
８．『発達障害の臨床』（共著） 2000年3月　日本文化科学社　205～213頁　第9章「学習
障害児の治療的アプローチ」第2節「行動への対応」3「ソーシャルスキル」について
担当。
９．『LDの心理的疑似体験プログラム』（共著） 2000年11月　日本LD学会　主に「読
む」･「書く」の部分を担当。
10．『心理アセスメントハンドブック第2版』（共著） 2001年6月　西村書店　69～74頁
第7章「日本版ITPA言語学習能力診断検査」について執筆。
11．『LDの教育－学校におけるLDの判断と指導－』（共著） 2001年7月　日本文化科学
社　102～111、112～118、173～179頁　第2部第3章「行動アセスメント」、第4章「発
達アセスメント」、第4部第1章第2節「読む」の指導事例1「ひらがなが読めない小学
２年生」を執筆｡
12．『言語臨床事例集　言語発達遅滞（2）』（共著） 2001年10月　学苑社　223～242頁
事例Ⅲ「学習障害・社会性の問題をもつ子どもへの指導事例」9「言語発達の遅れか
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ら学力の習得および社会性の発達に困難を示す事例」について執筆。
13．『LD&AD/HD（学習障害と注意欠陥/多動性障害）』（共著） 2002年8月　安田生命
社会事業団　117～14頁第5章「学校での判断とアセスメント」について執筆。
14．『日本LD学会LD・ADHD等関連用語集』（共著） 2004年8月　日本文化科学社
WISC－Ⅲ知能検査・ITPA言語学習能力検査等の項目を執筆。
15．『LD/ADHDの理解と支援』（共著） 2005年1月　有斐閣　71～124頁　第3章「アセ
スメントの実際」を執筆。
16．『軽度発達障害の心理アセスメント』（共著） 2005年1月　日本文化科学社　17～33、
58～65頁　第Ⅱ章「心理アセスメント」、第Ⅲ章「WISC－Ⅲの解釈と指導･支援への
展開」を執筆。
17．『WISC－Ⅲアセスメント事例集』（共著） 2005年4月　日本文化科学社　94～108、
289～303頁
18．『現場で役立つ特別支援教育ハンドブック』（共著） 2005年9月　日本文化科学社
85～141頁
19．『教室でできる特別支援教育のアイデア172小学校編』（共著） 2005年11月　図書文
化社　22～39頁　「読む事が苦手な子」「書くことが苦手な子」について執筆。
20．『軽度発達障害の教育』（共著） 2006年8月　日本文化科学社　42～55頁　4章「子ど
もの特性を理解する」について執筆。
21．『LD・ADHD等の心理的疑似体験プログラム』（共著） 2007年2月　日本LD学会
30～51頁　プログラムの作成、「読む」「書く」について執筆。
22．『特別支援教育の理論と実践』（共著） 2007年4月　金剛出版　173～19頁　アセスメ
ントの総合的解釈について執筆。
23．『教室でできる特別支援教育のアイデア2』（共著） 2008年7月　図書文化社　12～29
頁　「聞く・話す」「読む・書く」の困難について担当。
（学術論文）
１．「学習障害児の社会適応プログラムの開発（第3報）」（共著） 1988年10月　『安田生
命社会事業団研究助成論文集』24巻1号
２．「学習障害児の治療教育における指導類型モデルの作成」（共著） 1989年10月　『安
田生命社会事業団研究助成論文集』25巻第1部門43集
３．「学習障害の基本症状に関する類型的考察」（共著） 1993年3月　『東京学芸大学紀
要第一部門教育科学』第43集
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服部美佳子先生略歴
1963年５月21日生まれ
2010年11月１日ご逝去
学歴
1987年３月　群馬大学教育学部小学校教員養成課程卒業
1987年４月　東京学芸大学大学院教育学研究科（修士課程）学校教育専攻入学
1989年３月　東京学芸大学大学院教育学研究科（修士課程）学校教育専攻修了（教育学修
士）
2000年４月　東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科（博士課程）教育方法論講座入学
2003年３月　東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科（博士課程）教育方法論講座単位
取得満期退学
職歴
1989年４月　旭出学園教育研究所研究員（2004年3月まで）
1989年４月　瀬川小児神経学クリニック心理判定員（非常勤）（1991年3月まで）
1992年４月　国立心身障害者リハビリテーションセンター学院リハビリテーション体育学
科非常勤講師（1995年9月まで）
1995年10月　明治学院大学文学部非常勤講師（2000年3月まで）
1997年10月　埼玉大学教育学部非常勤講師（1999年3月まで）
1998年４月　東京学芸大学教育学部非常勤講師（2002年3月まで）
1998年４月　練馬区心身障害者福祉センター心理担当（非常勤）（2002年3月まで）
2001年４月　東京都公立中学校スクールカウンセラー（非常勤）（2004年3月まで）
2004年４月　とちぎリハビリテーションセンター技師（心理）
2004年４月　文京学院大学人間科学部非常勤講師（2005年3月まで）
2004年４月　埼玉大学教育学部非常勤講師（2005年3月まで）
2006年４月　作新学院大学人間文化学部教授
学会及び社会における活動
1989年４月　日本心理学会会員・日本教育心理学会会員・日本特殊教育学会会員
1993年４月　日本LD学会会員･日本LD学会研修委員
1993年４月　日本発達障害学会会員
1995年４月　東村山市心身障害教育心理アドバイザー（2005年3月まで）
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2001年４月　東京都「学習障害児に対する指導方法等に関する実践研究」調査研究運営委
員（2003年3月まで）
2001年４月　東京都「学習障害児に対する指導方法等に関する実践研究」専門委員・巡回
相談員（2003年3月まで）
2003年９月　東京都「特別支援教育推進体制モデル事業調査研究運営会議」委員・巡回相
談員（2004年3月まで）
2004年１月　日本小児精神神経学会会員
賞罰
2003年11月　日本LD学会研究奨励賞受賞
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